観点別評価規準（案）

観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●iPS細胞について興味を持ち，理解しようとしている。
●ガードン教授と山中教授のそれぞれの功績について理解している。
●山中教授のスピーチから学ぼうとする姿勢が見られる。

	表現の能力
	話すこと
	●ガードン教授と山中教授のノーベル賞受賞と受賞理由について，英語で話すことができる。
●iPS細胞の作製方法，今後の可能性，課題について英語で話すことができる。
●山中教授の講演について思ったことを英語で話すことができる。

	
	書くこと
	●ガードン教授と山中教授のノーベル賞受賞と受賞理由について，英語で書くことができる。
●iPS細胞の作製方法や今後の可能性，課題について英語で書くことができる。

●山中教授の講演について思ったことを，英語で書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●グループ活動において他者の意見を聞き理解することができる。
●フレーズごとに意味をとらえながら聞き進むことができる。

	
	読むこと
	●音声の後についてほぼ同じ発音，イントネーションで繰り返すこと（シャドーイング）ができる。
●山中教授が講演の聴衆に伝えたいことを素早く読み取ることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●アメリカと日本の研究環境の違いを知ろうとする意欲がある。
●生理学や医学の専門用語を理解している。
●山中教授が伝えたいメッセージを理解している。


